
開 催 要 項
近年、待機児童の一層の増加や子どもの貧困が大きな社会的問題となっています。
また、核家族化や地域社会における養育力の低下による、子育て世帯の不安や孤立感の高まり等、
子どもの育ちや保育を取り巻く状況は大きく変化しています。
それにともない、保育施設に求められる支援機能は多様化・複雑化しており、保育士には、子
育て支援をはじめとする幅広い専門性を活かした役割の発揮が一層求められています。
このような社会状況の変化を踏まえ、平成30年度に保育所保育指針が10年ぶりに改定され、あ
わせて幼保連携型認定こども園教育・保育要領も整合性をはかって改訂されます。平成29年3月
31日に改定保育所保育指針および改訂幼保連携型認定こども園教育・保育要領が告示され、いず
れも平成29年度が周知期間として位置付けられています。
また、今般の改定では、保育所保育における幼児教育が積極的に位置づけられ、教育内容につ
いては、幼保連携型認定こども園教育・保育要領や幼稚園教育要領との整合性が確保されています。
保育所保育指針は大臣告示であり、運営基準としての位置づけを有するとともに、保育所、保
育士にとっては保育の拠り所となるものであり、その理解は保育士にとって必須です。
本研修会は、保育所保育指針および認定こども園教育・保育要領の改定（改訂）について、その
ポイントの理解を深めるとともに、それを踏まえた乳児教育、幼児教育、保育士のキャリアパス
等について学び、さらなる保育の質の向上に寄与することを目的に開催いたします。
なお、本研修会は、平成28年度まで「保育21世紀セミナー」として開催してきた研修会のプログ
ラム内容を改編、名称を変更して、改定保育所保育指針に焦点をあてて開催するものです。

1
趣  旨

平成29年7月31日月～8月1日火
2

期  日

新横浜プリンスホテル （神奈川県横浜市）
3

会  場

保育所・認定こども園の長、保育所・認定こども園職員、
行政関係者、学識者、その他保育・子育て関係者

4
対  象

500名
5

定  員 会員：13,000円
会員でない方：14,000円

6
参加費

社会福祉法人 全国社会福祉協議会・全国保育協議会／全国保育士会
7

主  催

全国保育士会 内閣府
厚生労働省

9
後  援
（予定）

8
実施主体

平成29年度
改定保育所保育指針研修会
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【第１日目】　7月31日月 13：00～17：00  ■ 全体研修

内　　容

12：00～13：00

13：00～13：15

13：15～13：45

13：45～14：45

14：45～15：00

15：00～17：00

17：00

受　付

開会式

　基調報告

　　　　 保育所保育指針の改定と全国保育士会の取り組み
　　　　 全国保育士会 会長

　行政説明

　　　　 保育所保育指針の改定等保育をめぐる国の動向（仮題）
　　　　 講　師： 厚生労働省 雇用均等・児童家庭局 保育課（予定）

休　憩

　講　　義

テーマ： 保育所保育指針改定のポイントと
　　　　　　　　　　　　これからの保育施設の役割
ねらい：

　　　　 講　師： 大方　美香 氏　大阪総合保育大学 学部長・教授
　　　　 大阪総合保育大学 大学院 教授

１日目終了

時　　間

　平成30年度に改定施行される保育所保育指針が示されました。
　今般の改定で保育所保育指針がどのように変わったのか、幼保連携型認
定こども園教育・保育要領との整合性も踏まえながら、そのポイントを理
解します。
　また、改定保育所保育指針をふまえて、これからの時代において果たす
べき、地域における保育所の役割や保育士に求められる専門性について学
び、考えます。

※ 手話通訳、要約筆記など、参加にあたってご要望があればご相談ください。

10
日  程

11
プログラム



【第２日目】　8月1日火  9：00～15：30  ■ コース別研修会
ねらい 講　師

Ａコース
発達の連続性を
踏まえた

乳児保育のあり方

Bコース
保育所保育における

幼児教育

コース

　講義と演習

今般の保育所保育指針改定では、乳児から2歳児におけ
る保育の重要性や利用率の上昇をふまえ、「乳児保育」に関
する内容の充実がはかられました。
本コースでは、改定保育所保育指針をもとに、一人ひと

りの発達を踏まえた乳児保育について学びます。
また、身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育

つ」、社会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ合
う」、精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が
育つ」から、保育実践を考えます。

Cコース
保育士の

キャリアパスと
研修体系の構築

Dコース
改訂

幼保連携型
認定こども園
教育・保育要領
のポイント

　講義と演習

幼保連携型認定こども園教育・保育要領は、保育所保育
指針および幼稚園教育要領との整合性をはかり、改訂され
ました。
本コースでは、幼保連携型認定こども園教育・保育要領

の改訂に焦点を当て、幼保連携型認定こども園における教
育・保育について学びます。
特に、今般の改訂で記載内容の充実がはかられた、幼保

連携型認定こども園特有の課題（生活の流れが異なる多様な
園児がいることへの配慮・2歳児から3歳児への移行）につ
いて理解を深めます。

　講義と演習

改定保育所保育指針では、第1章総則に「幼児教育を行う
施設として共有すべき事項」が示されました。
本コースでは、保育所保育における幼児教育について理

解を深め、具体的な保育の計画の立て方や、評価のあり方
を学びます。
あわせて、幼児教育を行う施設として、「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」を意識した保育内容について考えま
す。

　講義と演習

今般の保育所保育指針改定では、保育士のキャリアパス
の明確化や職員の研修などについて、記載内容の充実がは
かられ、研修の実施体制においては、「職位や職務内容等を
踏まえた体系的な研修計画を作成しなければならない」と記
されました。
本コースでは、保育士の専門性の向上および保育の質の

向上にとって重要な要素である、保育士のキャリアパスと
研修体系の構築について学びます。
加えて、職員の資質・専門性の向上のために、組織とし

てどう取り組むべきかを考えます。

阿部　和子 氏
大妻女子大学・大学院

兼任教授

木戸　啓子 氏
倉敷市立短期大学

准教授

那須　信樹 氏
東京家政大学
子ども学部 教授

寺田　清美 氏
東京成徳短期大学

教授



■電車をご利用の場合

■羽田空港からのリムジンバスをご利用の場合
　リムジンバスはホテル正面玄関に到着します

新横浜プリンスホテル

JR新横浜駅改札案内

研修会場のご案内

住 所

TEL

〒222-8533 
神奈川県横浜市港北区新横浜3-4
045-471-1111

FAX 045-471-0303

※時間は目安です。道路状況により、
　遅延する場合もございます。

■羽田空港第1ターミナル　1階　9番のりばより
　新横浜駅（新横浜プリンスホテル）行利用
 第1ターミナル発
 8：30、9：00、9：30、10：00、10：30、11：00、
 11：30、12：00

■羽田空港第2ターミナル　1階　8番のりばより
　新横浜駅（新横浜プリンスホテル）行利用
 第2ターミナル発
 8：25、8：55、9：25、9：55、10：25、10：55、
 11：25、11：55

※所要時間約50分・840円

■JR東海道新幹線「新横浜」（東口）より
　徒歩約4分
　新幹線改札口（東口）を出て右手へお進みください。
■JR横浜線「新横浜」（北口）より
　徒歩約4分
　改札口を出て鉄道警察角を右手へお進みください。
■市営地下鉄「新横浜駅」（3番口）から
　徒歩約3分

参考

参考

対象となる全保協主催大会・研修会 対象となる全国保育士会主催大会・研修会

「保育活動専門員」認定制度について
　全国保育協議会では、保育・子育てに関係するすべての方を対象に、全国保育協議会、全国保育士会、
ブロック保育協議会が主催する大会・研修会を一定回数以上受講した方に対して認定証を発行する『保育活
動専門員』認定制度を実施しております。
　平成19年度に開始した本制度では、これまで1,405名の方が「保育活動専門員」として認定され、全国各
地の保育現場で活躍されています。
　（詳細は全保協ホームページ http://www.zenhokyo.gr.jp/ をご覧ください）

① 主任保育士・主幹保育教諭特別講座
② 全国保育士研修会
③ 「保育スーパーバイザー」養成研修会
④ 全国保育士会研究大会
⑤ 全国保育士会食育推進研修会
⑥ 改定保育所保育指針研修会（本研修会）

① 教育・保育施設長専門講座
② 保育所・認定こども園 保健・衛生専門研修会
③ 公立保育所等トップセミナー
④ 全国保育研究大会
⑤ 保育所・認定こども園リーダー トップセミナー 
⑥ リカレント研修会

本研修会は認定制度の対象研修会です。[取得できるポイント＝200ポイント]
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●申込書の送付先・宿泊等に関するお問い合わせ
名鉄観光サービス株式会社 新霞が関支店
〈担当：波多野、山辺〉
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルロビー階
TEL. 03-3595-1121　FAX. 03-3595-1119
受付時間：平日9:30-17:30（土日祝日休業）

●研修会の内容・運営に関するお問い合わせ
全国保育士会事務局
〈担当：秋田、宗方、土谷、源河〉

ゲンカ

〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル
社会福祉法人全国社会福祉協議会 児童福祉部内
TEL. 03-3581-6503　FAX. 03-3581-6509
ホームページ　http://www.z-hoikushikai.com


